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カ
バ
ー
フ
ォ
ト

小
学
校
の
運
動
会
よ
り
少
し
早
く

行
わ
れ
た
西
郷
一
中
体
育
祭
。

熱
い
走
り
と
応
援
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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特集：西郷村と馬の歴史　～ 軍馬補充部設置 120 年を迎えて ～

　

み
な
さ
ん
は
「
西
郷
村
と
馬
」
の

関
係
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
多
く
の
方
が
、
新
白
河

駅
前
の
日
本
中
央
競
馬
会
の
場
外
勝

馬
投
票
券
発
売
所
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
を

思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
西
郷
村

の
成
り
立
ち
に
は
、「
馬
」
と
の
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。

西
郷
村
の
歴
史
と
馬
の
関
係

　

今
か
ら
遡
る
こ
と

120
年
前
、
こ
こ

西
郷
村
に
は
、「
軍
馬
補
充
部
白
河
支

部
」
が
あ
り
ま
し
た
。
軍
馬
補
充
部

は
東
京
に
本
部
を
置
き
、
日
本
全
国

に
多
い
時
は
８
ケ
所
設
置
さ
れ
、
軍

馬
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

　

真
船
地
区
で
は
、
白
河
乗
馬
同
好

会
所
有
の
馬
が
３
頭
飼
わ
れ
て
い
ま

す
。

120
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
西
郷
村
の

豊
か
な
自
然
の
中
を
、
馬
と
共
に
駆

け
楽
し
む
人
が
い
ま
す
。

　
　

軍
馬
補
充
部 

｜

　
　

乗
馬 

｜

西郷村と馬
歴史

の

軍馬補充部設置120 年を迎えて

　

東
北
初
の
中
央
競
馬
場
外
発
売
所

と
し
て
、
平
成
10
年
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
か
ら
続
く
、
村
と
馬
の

繋
が
り
を
紡
ぐ
、
新
し
い
施
設
で
す
。

　
　
Ｊ
Ｒ
Ａ  

ウ
イ
ン
ズ
新
白
河 

｜

▲ 白河支部本厩 ▲ JRA ウインズ新白河

▲ 白河乗馬同好会 秋のトレッキング
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軍馬補充部と西郷村

特集：西郷村と馬の歴史　～ 軍馬補充部設置 120 年を迎えて ～

　

軍
馬
補
充
部
は
、
文
字
通
り
戦

争
で
使
う
馬
「
軍
馬
」
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
戦
争
に
お
け
る
馬
の
役
割

は
、
主
に
３
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

  

① 

人
が
乗
る
馬
（
騎
馬
）

  

② 

兵
器
を
引
く
馬
（
輓ば

ん
ば馬

）

  

③ 

食
料
を
運
ぶ
馬
（
駄
馬
）

騎
馬
は
よ
り
速
く
、
輓ば
ん
ば馬
や
駄
馬

は
よ
り
強
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、

使
い
方
に
合
わ
せ
て
種
類
の
異
な

る
馬
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
争
で
使
う
馬
の
た
め
、

人
間
の
指
示
通
り
に
動
く
こ
と
、

大
砲
な
ど
の
大
き
な
音
に
驚
か
な

い
た
め
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
　

軍
馬
補
充
部
と
は

　

戦
場
で
の
機
動
力
の
充
実
を
図

る
た
め
、
軍
馬
の
改
良
と
拡
充
の

必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
明

治
30
年
12
月
28
日
、
西
郷
村
小
田

倉
に
軍
馬
補
充
部
白
河
支
部
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
河
支
部
の
設
置
以
降
、
宮
城

県
軍
馬
補
充
部
鍛か
じ
や
さ
わ

冶
谷
沢
支
部
追

原
派
出
部
が
追
原
分ぶ
ん
き
ゅ
う厩
に
改
め

ら
れ
た
ほ
か
、
一
の
又
、
芝
原
に

分ぶ
ん
き
ゅ
う

厩
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
日
露
戦

争
開
戦
の
翌
年
明
治
38
年
に
は
、

追
原
分ぶ
ん
き
ゅ
う
厩
が
廃
止
さ
れ
、
白
坂
に

新
た
な
分ぶ
ん
き
ゅ
う厩
が
設
置
さ
れ
、
軍
馬

の
大
量
育
成
を
目
的
と
す
る
機
構

が
拡
充
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　

村
で
の
歴
史

軍
馬
補
充
部

　

白
河
支
部

支
部
本
部

羽
鳥
出
張
所

泉
出
張
所

鍛
冶
谷
沢
派
出
部

支
部
本
厩

白
坂
分
厩

一
の
又
分
厩

芝
原
分
厩

小
田
倉
牧
場

真
船
牧
場

那
須
牧
場

高
津
牧
場

派
出
部
本
厩

上
原
分
厩

六
角
牧
場

向
山
牧
場

（
西
郷
村
）

（
栃
木
県
塩
谷
郡
泉
村
）

（
岩
瀬
郡
湯
本
村
）

（
宮
城
県
玉
造
郡
川
渡
村
）

▲ 白河支部組織（昭和 10 年）

▲ 馬力での牧草乾燥作業

▲ 厩舎内の飼与状況

　

白
河
支
部
に
は
、
多
少
の
変
動

は
あ
る
も
の
の
約

1,100
頭
の
軍
馬
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
施
設
の

拡
充
、
保
管
馬
の
増
加
に
伴
い
、

施
設
内
で
の
労
働
力
も
ま
た
必
要

と
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
や
獣
医

は
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、

馬
の
世
話
を
す
る
牧ぼ
く
し
ゅ手
や
餌え
さ

と
な

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
燕え
ん
ば
く麦

な
ど
を

栽
培
す
る
耕こ
う
し
ゅ手

の
多
く
は
、
現
地

で
あ
る
西
郷
村
の
人
び
と
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

耕
地
整
備
が
不
十
分
な
当
時
、

軍
馬
補
充
部
に
勤
め
収
入
を
得
る

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
か
ら
、
西
郷
村
に
軍
馬
補
充
部

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
村
民
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持

た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

働
く
人
び
と

軍馬補充部の仕事

軍馬補充部の終焉

　

日
露
戦
争
か
ら
世
界
大
戦
と

続
く
戦
争
に
お
い
て
、
軍
馬
が

果
た
す
役
割
は
次
第
に
小
さ
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

昭
和
20
年
８
月
15
日
の
終
戦
を

も
っ
て
、
軍
馬
補
充
部
は
事
実

上
の
解
散
を
迎
え
ま
す
。

　

軍
馬
補
充
部
白
河
支
部
の
歴

史
は
、
西
郷
村
の
近
代
と
共
に

歩
み
続
け
、
平
和
の
訪
れ
と
共

に
消
え
る
こ
と
な
り
ま
す
。

　
　

軍
馬
補
充
部
の
終
焉

　

昭
和
10
年
に
建
設
さ
れ
た
白

河
支
部
事
務
所
は
、
軍
馬
補
充

部
解
散
後
、
様
々
な
団
体
に
利

用
さ
れ
た
後
、
現
在
は
西
郷
村

歴
史
民
俗
資
料
館
（
西
郷
村
指

定
文
化
財
）
と
し
て
、
村
の
歴

史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
分ぶ
ん
き
ゅ
う厩

跡
地
に
は
、

育
成
途
中
で
亡
く
な
っ
た
馬
を

供
養
す
る
馬ば
こ
ん
ひ

魂
碑
（
写
真
左
）

が
あ
り
ま
す
。

　

白
河
支
部
が
育
て
、
戦
地
へ

送
り
出
し
た
馬
は
約
１
万
頭
に

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
馬
は
、

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
日
本
に
戻

る
こ
と
な
く
、
海
外
の
戦
地
に

置
き
去
り
に
さ
れ
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
甲
子
高
原
を
駆
け
、

戦
っ
た
馬
が
、
西
郷
村
の
歴
史

に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

▲ 白河支部事務所への道（現 原中地区）

▲ 白河支部事務所会議室（現 歴史民俗資料館）

▲ 白坂分厩の馬魂碑
（現 歴史民俗資料館裏）

　
　

現
代
に
残
る
遺
構

現代

現代 当時

当時

▲ 白河支部本厩

※ 参考文献）  ・村史
　　　　　　・軍馬補充部白河支部概況

※ 写真提供） 白河乗馬同好会
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特集：西郷村と馬の歴史　～ 軍馬補充部設置 120 年を迎えて ～

　

私
が
生
ま
れ
た
当
時
は
農
耕

馬
が
い
た
く
ら
い
で
す
が
、
20

年
ほ
ど
前
に
「
白
河
乗
馬
同
好

会
」
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
こ

れ
ま
で
馬
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

乗
馬
の
練
習
の
ほ
か
、
春
季
・

秋
季
は
村
内
各
地
で
乗
馬
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
乗
馬
だ

け
で
な
く
、
動
物
好
き
が
多
く
、

自
身
の
趣
味
と
し
て
遊
ん
で
い

ま
す
。

　

写
真
や
聞
い
た
話
で
す
が
、

私
の
曽
祖
父
は
こ
こ
西
郷
村
で

馬
の
種
付
け
、
繁
殖
も
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
馬
産
地
と
し

て
栄
え
て
い
た
頃
か
ら
の
名
残

か
ら
、
こ
の
近
辺
だ
け
で
な
く
、

馬
の
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
農
耕
馬
と
し
て
の
働

き
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
馬
は
、
関
わ
っ

て
い
て
、
遊
ん
で
い
て
、
楽
し

い
生
き
物
の
１
つ
で
す
。
乗
馬

と
い
う
と
、
少
し
敷
居
が
高
く

感
じ
ま
す
が
、「
白
河
乗
馬
同
好

会
」
で
は
、
初
心
者
へ
の
体
験

乗
馬
も
行
っ
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
村
と
関
わ
り
の
深
い
馬
の
魅

力
を
、
多
く
の
村
の
皆
さ
ん
に

も
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
入
会
・
体
験
も
随

時
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ン
ズ
新
白
河
は
、
東
北

初
の
場
外
馬
券
場
と
し
て
営
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
新
幹
線
や

高
速
道
路
と
い
っ
た
立
地
環
境

の
良
さ
以
上
に
、
西
郷
村
や
福

島
県
が
馬
に
対
し
て
の
深
い
理

解
、
愛
情
を
持
っ
て
い
た
か
ら

西
郷
の
地
に
設
置
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
昔
か
ら
身
近
に
馬
の

存
在
が
あ
り
、
生
活
へ
の
接
点

の
多
さ
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
企
業
と
し
て
の
存

在
目
的
の
１
つ
と
し
て
、「
馬
事

の
振
興
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
や
は
り
皆
さ
ん
に
も
っ

と
実
馬
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
春
と
秋
に
乗
馬
体
験

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
や
幼
稚
園
な
ど
に
馬
を
連

れ
て
行
く
と
い
っ
た
企
画
も
実

現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
学
生
の
頃
か
ら
馬
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
競
走
馬
は

美
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
子

馬
も
と
て
も
美
し
い
で
す
。
ま

た
、
馬
は
警
戒
心
が
非
常
に
強

い
動
物
で
す
が
、
賢
く
て
情
が

深
い
動
物
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
落
ち
込
ん
だ
時
、
辛
い
時

に
馬
に
癒
さ
れ
、
見
守
ら
れ
て

今
の
自
分
が
あ
る
の
で
、
も
っ

と
多
く
の
方
に
、
馬
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
に
は
、
今
も
軍
馬
補
充
部

の
遺
構
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
終
戦
か
ら
70
余
年
を

経
過
し
た
今
、
当
時
の
様
子
を

知
る
方
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
に
残
る
当

時
の
資
料
や
村
に
点
在
す
る
遺

構
だ
け
で
な
く
、
村
に
生
き
た

馬
の
こ
と
、
馬
と
共
に
作
ら
れ

て
き
た
村
の
歴
史
を
、
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
へ
と
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

軍
馬
の
歴
史
は
、
村
だ
け
で

な
く
日
本
各
地
に
あ
り
ま
す
。

今
年
４
月
、
岩
手
県
金
ヶ
崎
町

の
保
存
会
が
来
村
し
、
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
本
特
集
に

当
た
り
、
保
存
会
の
方
か
ら
視

察
を
終
え
て
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
（
記
事
下
）。
同
じ
歴

史
の
上
に
成
り
立
つ
自
治
体
の

交
流
が
、
ま
た
新
た
な
歴
史
を

紡
い
で
い
き
ま
す
。

　

終
戦
と
共
に
村
か
ら
軍
馬
が

消
え
、
人
と
馬
と
の
関
わ
り
方

も
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。

　

村
主
催
の
乗
馬
教
室
（
平
成

　
　

今
回
、
地
元
住
民
に
よ
る

　
　

軍
馬
の
郷
六
原
資
料
館
運

営
協
議
会
と
町
教
育
委
員
会
で
、

現
存
す
る
六
原
支
部
官
舎
の
保

存
活
用
の
参
考
と
す
る
視
察
研

修
の
た
め
、
白
河
支
部
の
あ
っ

た
西
郷
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、
旧
軍
馬
補
充
部

白
河
支
部
事
務
所
や
土
塁
、
芝

原
や
一
ノ
又
の
分
厩
跡
な
ど
を

担
当
職
員
か
ら
案
内
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
事
務
所
は
規
模
が
大
き

く
て
保
存
状
態
が
良
く
、
庭
園

や
土
塁
も
含
め
て
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
町
に
は
な
い
事

務
所
の
様
相
が
よ
く
分
か
っ
て
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
膨
大
な
写
真
資
料
が

残
っ
て
お
り
、
軍
馬
補
充
部
の

活
動
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

視
察
の
参
加
者
か
ら
は
比
較
調

査
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

軍
馬
補
充
部
と
い
う
同
じ
歴

史
の
あ
る
自
治
体
同
士
で
、
今

後
も
交
流
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

▶ 

施
設
内
外
に
は
子
ど
も
向
け
遊
具
も
設
置

　

岩
手
県
金
ケ
崎
町
は
、
明
治

31
年
に
旧
陸
軍
省
軍
馬
補
充
部

六
原
支
部
が
設
置
さ
れ
た
地
で

す
。
官
舎
は
３
棟
残
り
、
今
年

５
月
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と

な
り
ま
し
た
。
う
ち
１
棟
は
昨

年
10
月
に
軍
馬
の
郷
六
原
資
料

館
と
し
て
開
館
し
、
同
運
営
協

議
会
が
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

西
郷
村
と
同
様
、
か
つ
て
軍

馬
補
充
部
を
有
し
た
町
と
し
て
、

金
ヶ
崎
町
の
協
議
会
の
皆
さ
ん

が
視
察
に
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

日本中央競馬会 ウインズ新白河
所長 大澤　登

と も こ

茂子 さん

▲ 写真に残る真船さんの曽祖父と馬

白河乗馬同好会
代表 真船　洋

ようすけ

右 さん

馬との関わりを楽しむヒト 馬との関わりを伝えるヒト

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
か
ら

　
　
　
　
　 

届
い
た
便
り

　
　

馬
と
の
歴
史
を
紡
ぐ

▶ 

現
在
の
歴
史
民
俗
資
料
館
外
観

25
～
27
年
）
で
お
世
話
に
な
っ

た
「
白
河
乗
馬
同
好
会
」
で
は
、

馬
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
を
続
け

て
い
ま
す
。
会
の
代
表
で
あ
る
、

真
船
洋
右
さ
ん
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
（
記
事
左
ペ
ー
ジ
上
）。

　

ま
た
、
新
白
河
駅
前
に
位
置

す
る
「
ウ
イ
ン
ズ
新
白
河
」
は
、

村
に
新
た
な
人
の
流
れ
を
作
っ

た
施
設
の
１
つ
で
す
。
所
長
で

あ
る
大
澤
登
茂
子
さ
ん
に
、
馬

と
の
関
わ
り
を
伺
い
ま
し
た
。

（
記
事
左
ペ
ー
ジ
下
）。

▲ 視察に参加された金ヶ崎町の皆さん
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村
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

た
め
様
々
な
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年

第
26
回
を
終
え
た
、
村
を
代
表
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
１
つ
で
あ
る
「
西

の
郷
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
は
、
毎

年
県
内
外
か
ら
数
多
く
の
参
加
者
に

恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
当

初
と
は
少
し
ず
つ
コ
ー
ス
や
形
態
を

変
え
な
が
ら
、
関
係
機
関
、
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
、
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
そ
の
歴
史
に
新
し

い
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
べ
く
、
動
き
出

し
て
い
ま
す
。

　
「
西
の
郷
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
は

「
西
の
郷
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」

と
し
て
、
戦
い
の
場
を
甲
子
高
原
へ

と
移
し
ま
す
。

　

舗
装
路
と
は
異
な
る
、
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
甲
子
高
原
を
、
参
加

者
の
皆
さ
ま
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で

包
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
第
１
回

大
会
の
開
催
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、
お
申
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

― 

西
郷
村
を
走
ろ
う 

―

大会要項

申込み用紙に必要事項を記入の上、参加料を添えてお近く
の郵便局又は現金書留によりお申し込みください。
※第 10 部～ 13 部は、RUNNET もご利用いただけます。

申込方法

※スタート・ゴール・受付・開閉会式・表彰式

甲子高原こども運動広場周辺
主 会 場

雨天決行
受　付
開会式
表彰式
閉会式

月8 26 日（土）
午前 7 時 30 分 ～ 午前 9 時 00 分
午前 9 時 15 分 ～
レース終了後随時
大会終了後

期 日  

※当日消印有効
※小学生・中学生・高校生は必ず学年を記載してください。

申込期間  

月6 11 日（日） 月7 14 日（金）～

種目及びスタート時間
種目番号 種目 性別 学年及び年齢 距離 ナンバーカード スタート時間 定員

第 1 部 親子 男・女 子供は小学生未満
1km

1001 ～ 10:00 50 組
第 2 部

小学生

男 1 ～ 3 年生 2001 ～ 10:05 50 名
第 3 部 女 3001 ～ 10:10 50 名
第 4 部 男 4 ～ 6 年生 2km 4001 ～ 10:25 50 名
第 5 部 女 5001 ～ 50 名
第 6 部 中学生 男 1 ～ 3 年生 3km

6001 ～
11:00

50 名
第 7 部 女 7001 ～ 50 名
第 8 部 高校生 女 1 ～ 3 年生 8001 ～ 50 名
第 9 部 男

5km
9001 ～

11:35
50 名

第 10 部

一般

男

18 才～

10001 ～ 50 名
第 11 部 女 11001 ～ 50 名
第 12 部 男 10km 12001 ～ 11:30 50 名
第 13 部 女 13001 ～ 50 名

コ ー ス
※スタート時間を変更する場合がありますので、ご注意ください。

主催：西の郷ロードレース大会実行委員会
共催：西郷村・西郷村教育委員会・西郷村体育協会
　　　国立那須甲子青少年自然の家

主催・共催

西の郷ロードレース大会
西の郷クロスカントリー大会

兼
第
27
回

第
１
回

開
催

決
定

西の郷ロードレース大会実行委員会事務局（生涯学習課内）　　 25-2371問 ☎

―   Run　meets　Nature   ―

×

ゲストランナー
眞舩　孝道

（西郷村出身）
さん

親子 … 2,000 円
一般 … 2,000 円

参 加 料
高校生 … 1,000 円
中学生 …    700 円

小学生 …    500 円

さぁ、高原をはしろう

※内容に変更が生じる場合がありますので、詳細は事務局へお問い合わせください。

クローズアップ： さぁ、高原をはしろう ～西の郷ロードレース大会～
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　平成 29 年 4 月 3 日～ 4 月 28 日までに行った農産物等に含まれる放射性物質検査の結果をお知らせしま
す。検査件数は 60 件で 13 件から放射性セシウムが検出されました。うち非破壊式放射能測定装置による
検査件数は 27 件で、10 件から検出がありました。なお、食品衛生法で定める基準値（一般食品：100Bq/
kg）を超えて検出されたものは山菜類の 6 件でした。また期間中、山菜類の検査依頼が 20 件あり、検出
されたのは 12 件でした。
　検査結果については、西郷村ホームページに詳細を掲載するとともに、放射性セシウムが基準値を超え
て検出された農産物等については、防災行政無線で放送しております。　
　【西郷村ホームページ】　ホーム → おいしい♪にしごう → 放射性物質測定データ

農産物等放射性物質検査結果

地区 種別 農産物 件数 最小値 最大値

小田倉 山菜・きのこ類

こしあぶら 3 1,032 1,491 

たけのこ 1 - 54 

たらの芽 3 38 377 

真船
野菜 菜花 1 - 14 

山菜・きのこ類 こしあぶら 1 - 429 

羽太 山菜・きのこ類 うるい 1 - 8 

熊倉 山菜・きのこ類
こしあぶら 1 - 553 

たらの芽 1 - 37 

下新田 山菜・きのこ類 たらの芽 1 - 25 

【1件以上放射性セシウムが検出された農産物等】

種別 農産物等

野菜

葉菜類 小松菜、春菊、ほうれん草、
水菜、レタス

根菜類 さといも、大根

その他 さやえんどう（スナップエンドウ）、
ニラ、ねぎ

【放射性セシウムが検出されなかった農産物等】

　村では、除染により生じた土壌などを保管する仮置場および一時保管場所の監視巡回を行っています。
場内の空間放射線量測定を 1 週間に一度、また水の放射性物質検査を 1 ヶ月に一度行い、異常の有無を確
認しています。
　横川地区仮置場、南部地区仮置場および北部地区仮置場の 1 月から 4 月までに実施した測定結果は下表
のとおりです。

村内仮置場の放射線量測定結果

横川地区仮置場 南部地区仮置場 北部地区仮置場

測定期間
（週に 1 回測定）

平成 29 年 1 月 5 日～
4 月 27 日（計 17 回測定）

平成 29 年 1 月 6 日～
4 月 28 日（計 17 回測定）

平成 29 年 1 月 6 日～
4 月 27 日（計 17 回測定）

平均値
（1 回ごと）

最小 0.08 μ Sv/h * 0.07 μ Sv/h * 0.12 μ Sv/h *

最大 0.11 μ Sv/h 0.09 μ Sv/h 0.15 μ Sv/h

【平均空間線量率（1m地点）】 * 仮置場内に積雪あり

【水の放射性物質検査】
　平成 29 年 1 月～ 4 月まで毎月実施した「横川地区」「南部地区」「北部地区」仮置場の放射線物質水質
検査結果は、放射性セシウム 134・137 ともにすべて測定下限値未満でした。

放射能対策 放射能対策

採水日 判明日 放射性物質 検査結果
4 月 10 日 4 月 14 日 放射性ヨウ素 131

放射性セシウム 134・137 検出限界値未満
4 月 24 日 4 月 28 日

※水道水中の放射性物質に係る基準値（10Bq/kg 未満）水道水の放射性物質検査結果：福島県食品衛生課発表

■ 問い合わせ　上下水道課 　☎ 25-2962

■ 問い合わせ　放射能対策課 　☎ 33-5011
■問い合わせ　環境省（輸送に関して） 　☎ 0120-027-582

　除染に伴い発生した土壌について、環境省によ
る中間貯蔵施設への輸送が 4 月 4 日より実施され
ています。
　土壌などが保管されている横川、南部、北部地
区仮置場のうち、現在、横川地区仮置場（写真）
から搬出中です。4 月末時点で約 1,860 袋が運び出
され、輸送は引続き行われています。

除染土壌の中間貯蔵施設輸送状況

▲ 除染土壌の積込準備作業 ▲ 除染土壌を搬出するトラック

【3か月間測定者の実効線量】
実効線量（ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ） 該当者数 該当者割合 年間線量 年間線量の割合

０～ 0.05 未満 1,530 人 73.52%

1 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満 100.0%
0.05 ～ 0.10 未満 527 人 25.32%
0.10 ～ 0.15 未満 22 人 1.06%
0.15 ～ 0.20 未満 1 人 0.05%
0.20 ～ 0.25 未満 0 人 0.00%

　平成 28 年 9 月から 11 月の 3 ヶ月間に実施した、村内小中学生以下を対象としたガラスバッジによる放
射線個人積算線量の測定結果をお知らせします。
　測定者 2,080 人全員が年間線量推計値 1 ミリシーベルト未満となっています。また一年間の被ばく線量推
計値の分布をみると、平均値は、時間の経過とともに減少しています。

【1年間の被ばく線量平均値 ( 年次推移 )】 （単位：ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ）

H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度

0.5
0.4

0.6
0.7
0.8
（平均値）

0.2
0.1

0.3
0.34

0.51
0.38

0.75

0.16

H27 年度 H28 年度

0.11

■ 問い合わせ　健康推進課 　☎ 25-1115

平成 28 年度　ガラスバッジ測定結果

配布者数 2,094 人

測定者数 2,080 人

回  収  率 99.3％

▲ 放射性物質検査を随時実施しています
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村内の各小学校で運動会が行われました。
予定された 13 日はあいにくの雨により 14 日に順
延となりました。くもり空の下での運動会でしたが、
子どもたちの元気な姿であふれていました。

　大運動会
5/9
5/18

村立西郷幼稚園
みずほ保育園・まきば保育園
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Photo News 大運動会・幼年消防クラブ入団式
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 　社会福祉の増進を ～西郷村民生児童委員協議会定例会～
　村の社会福祉の増進に努め、子ども
たちを見守っている民生委員・児童委
員による、民生児童委員協議会の定例
会が、4 月 19 日、高齢者生活支援セン
ターで行われました。
　定例会では、民生委員・児童委員厚
生労働大臣特別表彰を受賞された、圓
谷光良さんと北島民治さんに表彰状が
伝達されました。圓谷さんは 22 年半、
北島さんは 15 年の長きにわたり、民生
委員として村の社会福祉にご尽力いた
だきました。 ▲ 副村長から表彰状を受け取る北島さん（左）と圓谷さん（右）

 新たな学びを ～西郷単位制総合大学入学式～　

▲ 新入学生と大学関係者ら

　4 月 20 日、村文化センターで「平成
29 年度 西郷単位制総合大学入学式」が
行われ、大学生 2 名、短大生 1 名、大
学院生 4 名、編入学生 4 名、聴講生 8
名の計 19 名が「生涯学習」への誓いを
新たにしました。
　式では、新入学生代表の鈴木秀男さ
んが「楽しく学び、人との交流を大切
にし、結果として『ピンピンキラリの
人生』を過ごしたい」と、新しい環境
での学びへの意欲を示しました。

　福島県消防協会白河支部春季連合検閲
　福島県消防協会白河支部春季連合検
閲が、4 月 23 日、表郷総合運動公園多
目的グランド（白河市）で行われ、西
郷 村 消 防 団 230 名 を 含 む、 白 河 支 部
1,700 名の消防団員が参加しました。
　矢吹利夫団長の総指揮の下、検閲者
である鈴木和夫統監（白河市長）、村長
らの検閲を受けました。
　また、その後行われた規律訓練では、
第 1、第 2、第 3 分団員が機敏な動作を
もって、訓練に取り組んでいました。

▲ 規律訓練を披露した第 2 分団の団員

ピンピンキラリの人生を ～西郷村寿学級開講式～　

▲ 副村長の講話を聴講する学級生

　4 月 25 日、西郷村寿学級の開講式が
アクティブセンター西郷で行われまし
た。
　開講式では、主催である西郷村中央公
民館長のあいさつのほか、副村長から「西
郷村の現状と課題」と題した講話があり、
学級生が熱心に耳を傾けました。
　寿学級は「特別講座やカラオケ、健康
体操など趣味の講座で教養を身につけ、
健康増進を図るとともに、自らの生きが
いを求め、学級生相互の親睦や交流を深
めること」を目的として活動しています。

 　村の文化を育み伝える ～西郷村文化協会総会・表彰式～
　16 団体が加入している西郷村文化協
会総会が、4 月 27 日、村文化センター
で行われました。
　総会では、昨年度の事業・決算報告
や役員改選などの議事のほか、同協会
加盟 34 年を迎えた「西郷村茶道会」に
芸術文化功労賞が贈られました。

▲ 芸術文化功労賞を受賞した西郷村茶道会のみなさん

昭和 47 年に発足し、昭和 58 年より同協
会に加盟。伝統文化の継承につとめ、近
年では村内の保育園や小学校などに出向
き茶道教室を行っています。

▼ 西郷村茶道会

 見守りの目 ～子どもの安全見守り隊連絡協議会総会～　

▲ 「子ども達の安全対策について」の講話をする真船さん

　5 月 16 日、村文化センターで西郷村
子どもの安全見守り隊連絡協議会総会
が行われました。村内の各小中学校の
子どもたちの見守り活動状況のほか、
各地区で挙がっている課題や今後の活
動方針について報告がありました。
　また、白河警察署生活安全課の真船
千恵美さんより「子ども達の安全対策
について」と題した講話と白河警察署
西郷駐在所の佐藤浩明巡査による「安
全な見守り活動について」の講習があ
りました。

Topics Topics
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 　美しい高原公園都市を ～甲子高原花いっぱい運動～
　5 月 16 日、西郷村観光協会主催によ
る「甲子高原花いっぱい運動」が、国
道 289 号甲子高原地内で行われました。
　 こ の 日 は、 甲 子 行 政 区、 西 郷 村 文
化 協 会、 国 立 那 須 甲 子 青 少 年 自 然 の
家、西郷村老人クラブ、西郷村婦人会
連絡協議会 などから 170 名を超える参
加者が集まり、鮮やかなベゴニアの苗

（10,000 ポット）を植えました。
　 さ わ や か な 甲 子 高 原 を 彩 る 美 し い
花々をお楽しみください。

▲ 美しい花を植える参加者の皆さん

Topics住民健診・歯科口腔健康診査

後期高齢者を対象とした歯科口腔健康診査のお知らせ
歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や、噛む力の低下による誤えん性肺炎予防のために、
たいへん重要です。この機会に歯科健診を受診しましょう。

福祉課（国保係）　　25-1499問 ☎
福島県後期高齢者医療広域連合　　024-528-9024問 ☎

昭和 16 年 4 月 2 日～昭和 17 年 4 月 1 日までに生まれた、福島県後期高齢者医療の被保
険者証をお持ちの方

対象者

問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、嚥下の状態等健診項目
無料健診費用
平成 29 年 6 月 1 日から平成 29 年 11 月 30 日まで健診期間
① 対象歯科医院において実施しますので、詳しくは 5 月下旬に各対象者へ配布される案内状を
　 ご覧ください。
② 歯科健診が無料で受診できるのは 1 回となります。
③ 東日本大震災により避難されている方も、避難先で受診できる場合があります。
④ 長期入院されている方や介護施設へ入所されている方は、対象とならない場合があります。

留意事項

県の県民健康調査（長期にわたる県民の見守り）の一環として実施する健康診査を、下記内容で実
施します。これまで健康診査を受診する機会のなかった県民に対して健診機会を設けることにより、
生涯にわたり生活習慣病の予防や疾病の早期発見、早期治療に努め、健康長寿を目指すものです。

健康診査の結果（データ）は、福島県の県民健康データベース（福島県立医科大学に設置）に登録され、
長期にわたる健康管理に活用されます。受診には「承諾書」が必要になります。
なお、受診を希望される方は、申し込みが必要です。
＊受診方法：

▶ 集団健診（保健福祉センター） 
実施期間：7 月 28 日（金）～ 8 月 10 日（木）
　　　　　（7 月 30 日及び 8 月 5、6 日は除く）
検査項目：身長・体重・BMI・血圧・尿検査・血液検査（肝機能、血中脂質、血糖）

		    ※集団健診のみ、貧血及び腎機能（血液検査）が追加されます。
料金：500 円（追加検査項目あり）

▶ 個別健診（医療機関での受診）
実施期間：平成 29 年 10 月～平成 30 年 1 月
検査項目：身長・体重・BMI・血圧・尿検査・血液検査（肝機能、血中脂質、血糖）
料金：無料

＊申込み：
　6 月 26 日 ( 月 ) までに、お電話、もしくは健康推進課（保健福祉センター内）でお申込みください。
　※集団健診・個別健診どちらも健康推進課へ申し込みが必要となります。
＊その他：
　お申し込みをされた方には、後日、受診案内をお送りします。

【対象者】
① 昭和 53 年 4 月 1 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生まれた方
② 平成 29 年 4 月 1 日時点で西郷村に住民登録がある方
③ 職場や学校などで健診を受ける機会がない方
※ 労働安全衛生法に基づく健康診断（定期健康診断等）、学校保健安全法第 13 条に基づく児童生
　 徒等の健康診断等、何らかの健診を受ける機会がない方。

下記の ①、②、③ のすべてに該当する方が対象となります。

19 歳から 39 歳の健康診査のお知らせ

健康推進課（保健係）　　25-1115問 ☎

叙勲・知事表彰
～ 幾多の功績を称えて ～

平成８年以来、20 年余の永きにわたり、
西郷村農業委員会会長等として農業従事
者の指導育成と関係団体の発展に尽力し、
村の農林水産業の振興発展に寄与されま
した。

農
業
功
労
者
表
彰

  

金
田
　
裕
二 

氏

西郷村議として、昭和 54 年から 4 期 16
年の永きにわたり在職し、昭和 62 年か
らは 4 年間副議長として議長を補佐し、
高
こうまい

邁な政治信念をもって、議会の円滑な
運営に尽力されました。

旭
日
単
光
章

     

遠
藤
　
勇 

氏

▲ 村長へ受章報告を行った金田さん（左）

▲ 野地誠県南地方振興局長から受取る遠藤さん（右）

受章の喜びを「家族は勿論、地域の皆さんに
大変お世話になりました。お世話になった皆
さんに感謝の意味で恩返しをしながら、静か
に生活していきたいと思っています。本当に
ありがとうございました」と語り、村政に尽
くした 16 年間を振り返られました。
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弁護士による B 型肝炎患者救済
の特別措置法に関する相談会

集団予防接種で B 型肝炎になった
方とその家族を対象とした弁護士に
よる無料相談会を実施します。
▶ 開催日
　 6 月 17 日㈯
　 13:30 ～ 16:00（受付は 15:00 まで）
▶ 場所
　 白河市中央公民館 第 1 講習室
　 全国 B 型肝炎訴訟新潟事務所
　 025-223-1130
問
☎

平成 29 年工業統計調査を実施します
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした
統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用さ
れます。調査時点は平成 29 年 6 月 1 日です。
　調査票へのご回答を、よろしくお願いいたします。

総務課（広報統計係）　　25-1112問 ☎

村 県 民 税（１期）

  今月の納税・納付
 6/30
calendar

㈮ 6 月 29 日㈭ までに口座入金を
　　　　　　　　　お願いします。

村税等の納付は、 便利な口座振替をご利用ください。
お申込みは税務課又は各金融機関の窓口へ。

こころの相談会
精神保健福祉センターでは、思春期
のこころの問題やアルコール・ギャ
ンブル等の依存に関するなやみにつ
いて、精神科医師による相談を行っ
ています。
▶ 開催日
　 6 月 22 日、7 月 13 日、7 月 27 日
　 8 月 24 日、9 月 14 日、9 月 28 日
※ 相談は無料ですが、お電話での
　 事前予約が必要となります。
　 福島県精神保健福祉センター
　 024-535-3556
問
☎

視覚障がい者相談会
視覚に障がいのある方、見えにくい
ことで日常生活に不自由を感じてい
る方、またはその家族の方を対象に
した相談会を開催します。
▶ 日時
　 6 月 30 日（金）　10 時～ 13 時
　 ※受付は 10 時～ 12 時
　 ※無料ですが、事前申込が必要
▶ 場所
　 白河市中央老人福祉センター
▶ 担当医
　 北福島医療センター
　 八子恵子 医師
※ 日程・会場等が変更になる場合
　 もありますので、参加される場
　 合は事前に福祉課までご確認願
　 います。
　 福祉課（地域福祉係）
　 25-1509
問
☎

無料調停相談会
▶ 日時
　 5 月 26 日（金）
　 10 時から 16 時 30 分まで
▶ 会場
　 白河市中央公民館（天神町）
▶ 内容
　 離婚、相続、土地・建物、金銭
　 等をめぐる問題など
　 白河調停協会
　 22-5555
問
☎

3 世代同居・近居住宅を
取得する方へ

子育て支援策の一環として、県内に
3 世代以上の方が同居又は近居する
住宅を平成 29 年 4 月 1 日から平成
32 年 3 月 31 日までに取得した場合、
その住宅に係る不動産取得税の一部
を申請により軽減いたします。
手続きに必要な書類など、詳しくは
福島県県南地方振興局県税部または
県庁税務課へお問い合わせください。
　 福島県県南地方振興局県税部
　 0248-23-1517
　 福島県庁税務課
　 024-521-7068

問
☎
問
☎

福島県住宅用太陽光発電
補助制度のご案内

村及び福島県では、県内の住宅に太
陽光発電システムを設置する方を対
象に、補助金を交付しています。
● 西郷村
▶ 補助額
　 1kW 当たり 3 万円（最大 4kW まで）
　 住民生活課
　 25-2197
● 福島県
▶ 補助額
　 1kW 当たり 4 万円（最大 4kW まで）
▶ 申請期限
　 平成 30 年 3 月 20 日㈫まで
　 一般社団法人福島県再生可能
　 エネルギー推進センター
　 024-526-0070

問
☎

問

☎

平成 29 年度の労働保険の年度
更新の申告期限は

労働保険の年度更新

7月10日です。                    
期限までに、最寄りの銀行、郵
便局、労働基準監督署、福島労
働局において手続きをされます
ようお願いいたします。
労働保険の年度更新は電子申請
を、労働保険料等の納付は口座
振替をご利用ください。

福島労働局総務部
024-536-4607

問
☎

村では道路及び河川のゴミ拾いや草
刈りなどを行うボランティア団体を
募集しております。地域の美しい環
境を守り育む活動をしており、皆さ
まのご参加をお待ちしております。
▶ 事業名
　 西郷村道路および河川愛護事業
▶ 内容
　 道路および河川のゴミ拾いや草
　 刈り等（年 3 回以上）を行って
　 いる団体に報奨金を交付
▶ 報奨金
　 年 30,000 円
　 建設課（管理係）
　 25-1117
問
☎

道路及び河川環境美化活動
ボランティア団体の募集

6 月 1 日から 10 日は「電話利用環
境保護周知啓発強化期間」です。
電波は航空機や船舶、警察、消防、
救急用など、私たちの生活の安心・
安全に深く関わっています。
不法電波は、こんな大切な通信を妨
害して私たちの生活や人命の安全を
脅かします。電波の混信・妨害につ
いてのお問い合わせは、総務省東北
総合通信局へ。
　 総務省東北総合通信局
　 022-221-0641
問
☎

電波利用環境保護
周知啓発強化期間

福島県点字図書館では、盲導犬の紹
介をはじめ、目の不自由な方が利用
する福祉機器や点字・録音図書の展
示、どなたにもできる「点字しおり」
作りの体験コーナーなどを行う「移
動点字図書館」を実施します。
▶ 日時
　 7 月 2 日（日） 10 時～ 15 時
▶ 場所
　 マイタウン白河
▶ 内容
　 ①盲導犬や白杖を使った歩行体験
　 ②福祉機器・用具の展示
　 ③視覚障がい者の生活に役立つ
　　 身近な便利グッズの紹介
　 ④展示で「しおり」を作ろう
　 ⑤ CD 図書再生機の体験
　 ⑥点字・録音図書、雑誌の展示、
　　  利用登録の相談など
▶ 参加費
　 無料（申込不要）
▶ 対象者
　 どなたでも自由に参加できます。
　 福島県点字図書館
　 024-531-4950
　 （月曜・祝日は休館）

問
☎

「盲導犬」「点字」
ふれあい体験

薬物関連専門相談
薬物等の乱用・依存でお悩みの方の
ため、専門相談窓口を開いています。
▶ 専門相談開催日（予約制）
　 6 月 15 日、7 月 20 日、8 月 17 日
　 9 月 21 日、10 月 19 日
※ 専門相談のほかに、センター職
　 員による電話相談も可能です。
　 福島県精神保健福祉センター
　 024-535-3556
問
☎

村内の里山で、皆さんと一緒に、春の一日を健康的に過ごしましょう。
里山トレッキング & 写真教室開催のお知らせ

しらかわ里山ネット事務局（飯村）　　090-4638-2281問 ☎

▶ 9 時受付開始　9 時 30 分開会　12 時解散日　程 月6 11 日（日）
会　場 山下さんちの庭 ▶ 西郷村大字小田倉字勝負沢 54-1

定　員 50 名程度

内　容 トレッキング
写真教室

▶ 健康に役立つトレッキング方法の実地体験

▶ 写真撮影の基本的な注意点と操作方法の実技指導
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月日 診療科目 医療機関名 所在地 ☎（0248）

4 日
㈰

小児科 樋口小児クリニック 矢吹町 42-2040
内科・外科 ありがクリニック 白河市 21-1311

歯科 和田歯科医院 矢吹町 44-4180

11 日
㈰

小児科 白河厚生総合病院 白河市 22-2211
内科・外科 いがらし内科クリニック 白河市 21-9111

歯科 白河歯科クリニック 白河市 22-7133

18 日
㈰

小児科 わたなべ子どもクリニック 白河市 21-2166
内科・外科 宇都宮クリニック 白河市 31-1570

歯科 国井歯科医院 白河市 46-2558

25 日
㈰

小児科 みうら小児クリニック 白河市 28-1001
内科・外科 大髙整形外科 白河市 23-9988

歯科 吉田歯科クリニック 中島村 51-1661

６月の 休日のお医者さん
診療時間 9:00 ～ 17:00

●村内の休日診療所 いわしなクリニック　☎ 48-1234
【診療日】4 日・11 日・18 日・25 日（8:30 ～ 12:30）

【平日】健康推進課　☎ 25-1115　　【休日】西郷村役場　☎ 25-1111

▼ 筧健さん【白河市】
 村政発展のため

▼ 中央理美容専門学校【東京都】
 校長　河合靖臣さん
 子ども達のため
 10,000 円

寄付への感謝
ありがとうございました

　　　　　       情報公開　　   暮らし　　　相談　　　試験　　  募集　　　 寄付

第 24 回 西郷村総合美術展 開催のお知らせ

西郷村教育委員会中央公民館　　25-2755問 ☎

「西郷村総合美術展」は、西郷村総合美術展実行委員会が中心となって開催する、年に一度の芸術
文化の行事です。みなさまのお力添えをいただき、今年で 24 回目を迎えます。

1 人 1 部門 /1,000 円（1 部門 3 点まで出品可能）出品料

会　場 西郷村文化センター 大研修室

▶ 21 日・22 日 10 時～ 15 時　▶ 23 日・24 日 9 時～ 17 時
▶ 25 日 9 時～ 16 時

日　程 月6 21 日（水） 月6 25 日（日）～

6 月 8 日（木）までに「部門・作品名・大きさ」
を所定の申込用紙に明記のうえ、西郷村文化セン
ターまで申し込みください。

出品方法

西郷村総合美術展実行委員会・西郷村
西郷村教育委員会

主　催

西郷村文化協会・西郷村商工会
福島民報社・福島民友新聞社

後　援

▼ 作品の出品について

[ 絵画・工芸 ] 石山かずひこ
[ 書 ] 遠藤昌弘　　[ 写真 ] 信太一高

審査員

第 23 回西郷村総合美術展 村長賞
「赤いバラ」平塚美恵子

第 23 回 西郷村総合美術展　村長賞
「今日も絶好調」鈴木朝子

平成 30 年度 西郷村職員採用候補者試験のお知らせ
▶ 採用区分
　大卒程度
▶ 採用職種（募集人数）
　一般行政職（５名程度）
▶ 受験資格
　昭和 57 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1 日ま
　でに生まれた者（学歴は問いません）
　※日本国籍を有しない場合や禁錮以上の刑の執
　　行が終わらない場合などは受験できません。
▶ 受験申込書の請求
　申込期間内に請求してください。
　※郵送での請求の場合は、宛名を書いた返送
　　用封筒（角型２号・120 円切手貼付）を同
　　封してください。 総務課（人事係）　　25-1112問 ☎

▶ 申込期間
　5 月 25 日（木）～ 6 月 23 日（金）
　（郵送の場合は 6 月 21 日（水）消印有効）
▶ 申込場所
　総務課（平日 8 時 30 分から 17 時 15 分）
▶ 申込方法
　・持参…受験者本人以外でも受け付けます。
　・郵送…宛名を書いた返送用封筒（長型 3 号
　　82 円切手貼付）を同封してください。
▶ 採用試験（第 1 次試験）
　・期日　7 月 23 日（日）
　・場所　福島大学（福島市金谷川 1 番地）
　・科目　教養試験、各種検査

　平成 28 年度下水道管渠布設工事により、村内の大字熊
倉字東高山の一部の下水道処理区域が拡大されました。
　平成 28 年度末時点の村内の公共下水道区域の整備面積
は、648.79ha となります。
　西郷村は阿武隈川源流の郷です。美しい川も一滴の水か
らできています。下水道処理可能区域では、下水道に接続
しましょう。

下水道処理区域が拡大されました

下水道で快適なくらしを

上下水道課（下水道係）　　25-2912問 ☎

「スイスイ」
下水道マスコット

下水道へ接続しましょう

接続のメリット
　下水道へ接続すると、これまで使用していた汲み取り便
所や浄化槽の維持管理費がなくなり経済的です。
　また嫌な臭いもなくなり、河川をはじめとする自然環境
を守ることに繋がります。
手続き、工事が必要です
　実際に下水道を使用するためには、受益者の申告、負担
金・分担金納付の手続き、排水設備の工事などが必要にな
ります。
助成制度を活用しましょう
　新築の場合を除き、水洗化助成制度（公示の日より 3 年
以内に下水道に接続する方が対象）や、融資あっせん制度
などがあります。

西郷村下水道事業経営戦略を策定しました
　下水道事業に関わる将来の「投資試算」及び「財源試算」

▲ QR コード

を予測し、経営健全化や財源確保の対策を整理す
るため、「西郷村下水道事業経営戦略」を策定し
ました。詳しくは村ホームページをご覧ください。
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図書室だより
☆ 6月の読み聞かせ会
　 6 月 27 日㈫　10：30 ～

新着図書

南の海を舞台に、 海に選ばれた少
女モアナと風と海をつかさどる半神
半人のマウイの冒険が始まる…

児童書

こまったどうぶつたちがちからを
あわせてたすけあいながら、 み
ちをすすんでゆきます。

絵本

主人公のアイがあるきっかけから自分そのも
のに疑問を持ちはじめる…いま世界のどこか
で起きている出来事や日常で起き得る出
来事。 向かい合う勇気をくれる一冊です。

西　加奈子：著

一般書

ｉ　アイ
ポプラ社 偕成社 白泉社

こまったこぐま　こまったこりすディズニーアニメ小説版111
モアナと伝説の海

スーザン・フランシス：作 かこさとし：さく
☆ 6月の休館日
　 5 日㈪・12 日㈪、
　 19 日㈪・ 26 日㈪

☆ 6月のイベント
　 6 月 1 日㈭ ～
　 図書ボランティア養成講座
　 子ども司書養成講座
　 6 月 18 日㈰
　 本とあそぼう　全国訪問おはなし隊

教育環境の充実・地域の防災体制の強化
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防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業報告

人
を
守
り
、

　
　
　
育
て
る
環
境
を

総務課（消防防災係）　　25-1112問 ☎
学校教育課（施設係）　　25-2370問 ☎
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しぶや　まさこ：訳

西郷村中央公民館　　25-2755問 ☎

6 月 18 日（日）、講談社全国訪問おはなし隊

キャラバンカー見学
おはなし会

10：30 ～ 11：00
11：05 ～ 11：35

各出版社が発行しているおよそ 550 冊の絵本を積載しています。
当日は自由に見ることができます。

たのしいおはなしをたくさんのせて、
おはなし隊がきてくれます。
全国を走っているため、なかなか
会える機会はありません。
ぜひ、この機会をお見逃しなく。
遊びにきてください！

① ②
③ ④ ⑤ ⑥

① 羽太小学校照明
② 小田倉小学校照明
③ 米小学校ロッカー

④ 西郷第一中学校ロッカー
⑤ 西郷村消防団黒川班屯所
⑥ 西郷村消防団黒川班駐車場

本とあそぼう

▶
▶

西郷村図書室に図書検索システムが導入されました

4 月 25 日、西郷村図書室に待望の「図書検索システム」が
導入されました。
図書室に設置されている検索システムでの蔵書の検索だけ
でなく、WEB サービスもありますので、ご自宅のパソコン
やスマートフォンでも、ご利用いただけます。

キャラバンカーが村文化センターにやってくる！

QR コード

▼ 図書検索システムでできること
① 蔵書の検索
② 貸出状況の確認
③ 貸出ランキングの確認　など
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　人口と世帯数（5 月 1 日現在）
              　     人口 20,053 人（前月比 26）男 10,083 人（13）女 9,970 人（13）世帯数 8,011 戸（29）
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　※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

2017 年 6 月
June行事
レカ ンダー

●今月の顔────
　　3 歳児健康診査で元気な笑顔を
　　　見せてくれた子どもたちです。（5/11）

※行事日程等が変更になる場合もありますので、
    ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
特設人権相談所

（10:00 文化センター）

2
遠足

（まきば保育園）
歯科指導

（村立西郷幼稚園）
園外保育

（9:30 みずほ保育園）

3

4 5
水遊び始めの式

（10:00 村立西郷幼稚園）
ペンテコステ礼拝

（10:30 川谷保育園）
行政相談所

（13:30 文化センター）

6
サッカー教室

（9:30 みずほ保育園）
6 ～ 7 ヵ月児健康診査

（9:30 保健福祉センター）
英語で遊ぼう

（10:00 まきば保育園）

7
英語で遊ぼう

（10:00 まきば保育園）

8
羽太小交流学習会

（村立西郷幼稚園）
内科健診

（11:00 みずほ保育園）

9
英語で遊ぼう ABC

（10:00 村立西郷幼稚園）
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活支援センター）

10
西の郷少年少女合唱クラブ

（9:30 文化センター）
軽トラ市

（10:00 西郷村農産物直売所）
※昨年と場所が異なります
なぎさブラスゾリステン

（13:00 文化センター）

11 12
保育参観

（10:00 村立西郷幼稚園）
避難訓練

（10:15 みずほ保育園）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）

13
リサイクルセンター見学

（10:00 まきば保育園）
幼年消防クラブ入団式

（10:20 川谷保育園）

14
保育参加（～ 20 日）

（9:00 川谷保育園）
4 ～ 5 ヵ月児健康診査

（12:50 保健福祉センター）

15
1 歳 6 ヵ月児健康診査

（12:50 保健福祉センター）
内科健診

（11:30 まきば保育園）

16
保育参観・懇談会

（8:30 みずほ保育園）

17

18
本とあそぼう

（10:30 文化センター）

19 20
園外保育

（村立西郷幼稚園）
歯科指導

（10:00 みずほ保育園）

21
キッズビート体操

（10:00 みずほ保育園）

22 23 24
西の郷少年少女合唱クラブ

（9:30 文化センター）
第 24 課回西郷村総合美術展

（10:00 文化センター）

25 26
自由参観日

（10:00 まきば保育園）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）
心配ごと特別相談会

（高齢者生活支援センター）

27
親子リサイクルプラザ見学

（村立西郷幼稚園）
自由参観日

（10:00 まきば保育園）
グランマーパ

（10:00 川谷保育園）
読み聞かせ会

（10:30 文化センター）

28
赤ちゃんとママのふれあいひろば

（10:00 保健福祉センター）
誕生会

（10:15 みずほ保育園）
幼児・6 歳児歯科クリニック

（幼児 13:00、6 歳児 13:45 保健福祉センター）

29
プール開き

（10:00 みずほ保育園）

30

　昨年オープンした西郷村農産物直売所「まるごと　西郷 ニシゴーヌ
のやおやさん」の今年度の営業が、4 月 29 日に再開しました。
　この時期の旬と言えば、やはり「山菜」。うるいやうどなど、採れた
ての新鮮な野菜が並び、たくさんのお客さまを迎えました。 また、今
年度は西郷村農産物販売促進協議会が作る「納豆」が店頭に登場してい
ます。いつも皆さんが食べている納豆よりも、少し大粒な納豆です。村
内生産者の皆さんが心を込めて作った農産物が、たくさんのお客さまの
ご来店をお待ちしています。

まるごと　西郷 ニシゴーヌのやおやさん の営業が再開

西郷村農産物直売所　　 25-5007問 ☎

【営業期間】 平成 29 年 4 月 29 日～平成 30 年 3 月 31 日（通年営業・火曜定休）
【営業時間】 9 時 30 分～ 13 時
【場　　所】 西郷村大字熊倉字折口原 141-10


